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定例会３月会議

暮らしやすい町 平泉暮らしやすい町 平泉
　衣川から上野台住宅へ移り住み、５年程前に泉屋に住まいを構　衣川から上野台住宅へ移り住み、５年程前に泉屋に住まいを構
えた冨士えた冨士由由

ゆうゆう
也也
やや
さん。さん。

　ご近所の皆さんに、大変良くして頂き、野菜などのお裾分けも、　ご近所の皆さんに、大変良くして頂き、野菜などのお裾分けも、
ありがたく思っています。ありがたく思っています。
（関連記事P20）（関連記事P20）
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平平泉泉っってていいいいなな
シリシリーーズズ

平泉っってていいいいなな
シリシリーーズズ８８

議会だより

表紙の紹介
　
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
攻
の
動
向
と
、
今

後
の
世
界
情
勢
が
心
配
で

す
。
国
内
に
お
い
て
も
、

ま
だ
ま
だ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
が
収
ま
ら

な
い
日
々
が
続
い
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
３
月
か
ら
突
発

的
な
地
震
が
起
き
て
い
ま

す
。
議
会
と
し
て
も
、
危

機
意
識
を
持
ち
続
け
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
議

会
だ
よ
り
で
は
、
町
民
の

方
々
の
「
生
の
声
」
を
掲

入
会
し
た
「
友
和
会
」
で
、
仲
間

と
神
輿
を
担
ぐ
こ
と
が
と
て
も
楽

し
み
で
す
。

　
震
災
か
ら
11
年
が
経
ち
ま
し
た
。

最
近
で
は
災
害
が
多
く
、
不
安
が

あ
る
の
で
、
非
常
時
に
備
え
よ
う

と
家
族
で
話
し
合
っ
て
い
ま
す
。

　

町
に
望
む
こ
と
は
、
お
も
い
っ

き
り
身
体
を
動
か
せ
る
運
動
公
園

や
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
が
で
き
る

体
育
館
が
欲
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

毎
週
の
よ
う
に
図
書
館
か
ら
、

本
と
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
借
り
て
い
た
の
で
、

学
習
交
流
施
設
「
エ
ピ
カ
」
の
オ
ー

プ
ン
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

「
エ
ピ
カ
」
で
、
延
期
さ
れ
て
い
た

夏
葵
さ
ん
の
成
人
式
が
開
催
で
き

る
よ
う
に
祈
っ
て
い
ま
す
。

　

冨
士
由
也
さ
ん
は
、

東
京
で
国
家
資
格
を
取

り
、
浄
化
槽
管
理
の
仕

事
を
し
て
い
ま
す
。

　

平
泉
は
子
育
て
の
環

境
が
良
く
、
０
歳
児
保

育
な
ど
が
あ
り
、
安
心
し
て
仕

事
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
地
域
で
は
、
誘
わ
れ
て

農業は面白い！
千葉博

ひろし
さん（平泉字要害）

　農業次世代人材投資事業が最長５年から３年に
切り替わる５年前に、専業農家でやっていこうと
思った千葉博さん（48歳）。
　農業高校・大学を経て農協に入り、園芸を担当、
水稲の苗作りをしてきた経験が役立ち、現在農協
への苗を作っています。昨年末にビニールハウス
を15ａ増設し、10月まではトマト栽培をおこな
います。今年からリンドウも栽培予定です。
　「農業を始めた当初、毎年のように水害があっ
たが、４年目には収量が安定した」と語る千葉
さん。
　当初、反対していた妻が職場でトマトを売って
くれたことや、子どもが「親と同じことはしない」
と言いながら、農大へ進学してくれたことを嬉し
く思っています。
　「農業は面白い」、「やって良かった」、「これか
らの若い人に農業が選択肢に入るような魅力ある
職業にする」と語ってくれました。

載
し
て
お
り
ま
す
。
ご
一
読

頂
け
た
ら
幸
い
で
す
。

大
友
仁
子　

仕
切
り

仕
切
り
の
な
い
の
な
い
オ
ー
プ
ン
な
家
族

オ
ー
プ
ン
な
家
族
で
す
で
す

苗が育ってきました。さあ、忙しくなるぞ!

冨士由
ゆう
也
や
さん、純

じゅん
子
こ
さん

愛
あ
梨
り
妙
さ
さん、夏

なつ
葵
き
さん

議
会
だ
よ
り
 

 175号
　
発
行
／
平
泉
町
議
会
　
編
集
／
議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会
　
平
泉
町
平
泉
字
志
羅
山
45 -2　

TEL 0191 -34 -5595　
HP https://w

w
w
.tow

n.hiraizum
i.iw
ate.jp

町民の皆様のご意見・ご要望をお待ちしています。
議会だよりは再生紙を使用しています

頑 張 る 人

シリーズ
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仁
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支出
46億

4200万円

議会費 7869万円　1.7％

総務費
7億831万円
15.3％

民生費
11億1315万円
24.0％

衛生費
3億7370万円
8.1％

労働費 131万円　0.0％
農林水産業費 3億1096万円　6.7％

商工費
1億5321万円
3.3％

土木費
5億201万円
10.8％

消防費
2億1318万円
4.6％

教育費
6億8534万円
14.8％

災害復旧費
355万円
0.1％ 公債費

4億8860万円
10.5％

医療や介護、子育
てなど福祉に使う
お金です。

ごみ・し尿の処理
や予防接種などの
費用です。

借入金の返済金です。
前年度に比較し1810万円
の増額です。

その他 1000万円　0.2％

自主財源
13億686万円
　（28.1％）

依存財源
33億3515万円
（71.9％）

町税
7億8774万円
17.0%

繰入金
3億5508万円
7.6%

その他
1億6404万円
3.5%

地方交付税
21億541万円
45.4%

国庫支出金
3億4746万円
7.5%

県支出金
3億439万円
6.6%

町債
2億6580万円
5.7%

町民税、固定資産税、軽自動
車税など皆さんが町に納めて
いる税金です。

自治体の規模や人口に応じて
国から交付されるお金です。

国や銀行から借りる
町の借入金です。

収入
46億

4200万円

その他
3億1209万円
6.7%

町道改良事業への予算を議決
町道大佐３号線・樋の沢大佐線
ルート選定の調査費　30万円

路線近くに住む

木村孝
こう
貴
き
さん

（８区）

町民町民のの声声

コミュニティバス長島南北ルートを利用し、平泉温泉へ

滝沢一
いち
夫
お
さん、ツナ子

こ
さん（16区）

学習交流施設　「エピカ」施設管理料　5646万7000円公共交通対策事業
町民町民のの声声

　今日は金曜日、夫婦で平泉温泉に
来ました。フリー乗車になり、利用し
やすくなりました。とにかく、出かけ
る足が無いのは大変なので、本当にあ
りがたいと思っています。火曜日は、
デイサービスの日なので、ジョイスに
行けないことが残念です。

コミュニティバス運行、
代替バス運行費など　891万円

　大佐地区の町道
(町道大佐３号線)が
整備されると聞き、
とても喜んでいます。
旧国道４号から入る
入口が狭く中型車両
も入れず、災害時の
不安がありました。
今後の整備方針など、
私たち住民への丁寧
な説明が欲しいと
思っています。

学習交流施設HP学習交流施設HP

山積する課題山積する課題にに
令和４年度一般会計予算令和４年度一般会計予算4646億億
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支出
46億

4200万円

議会費 7869万円　1.7％

総務費
7億831万円
15.3％

民生費
11億1315万円
24.0％

衛生費
3億7370万円
8.1％

労働費 131万円　0.0％
農林水産業費 3億1096万円　6.7％

商工費
1億5321万円
3.3％

土木費
5億201万円
10.8％

消防費
2億1318万円
4.6％

教育費
6億8534万円
14.8％

災害復旧費
355万円
0.1％ 公債費

4億8860万円
10.5％

医療や介護、子育
てなど福祉に使う
お金です。

ごみ・し尿の処理
や予防接種などの
費用です。

借入金の返済金です。
前年度に比較し1810万円
の増額です。

その他 1000万円　0.2％

自主財源
13億686万円
　（28.1％）

依存財源
33億3515万円
（71.9％）

町税
7億8774万円
17.0%

繰入金
3億5508万円
7.6%

その他
1億6404万円
3.5%

地方交付税
21億541万円
45.4%

国庫支出金
3億4746万円
7.5%

県支出金
3億439万円
6.6%

町債
2億6580万円
5.7%

町民税、固定資産税、軽自動
車税など皆さんが町に納めて
いる税金です。

自治体の規模や人口に応じて
国から交付されるお金です。

国や銀行から借りる
町の借入金です。

収入
46億

4200万円

その他
3億1209万円
6.7%

令和４年度各会計予算
会計区分 予算額 一般会計から繰入等

一　　般　　会　　計 46億4200万円 －

特別会計

国民健康保険会計 8億760万円 5557万円
後期高齢者医療会計 9640万円 2639万円
健康福祉交流館会計 7490万円 3000万円
町 営 駐 車 場 会 計 5330万円 －

下　水　道
事業会計

収 益 的 収 入 2億8508万円
2億275万円

資 本 的 収 入 2億1128万円

水　　道
事業会計

収 益 的 収 入 2億9124万円
4036万円

資 本 的 収 入 4億3773万円
合　　　　計 68億9953万円 3億5507万円

※単位未満を四捨五入しています。

整備に係る運営ワークショップに参加

若槻睦
むつ
美
み
さん（13区）

　私達の「エピカ」をフル活
用することで、豊かな心が育
ち、未来を明るく描ける暮ら
しに繋がる重要な施設になっ
てほしいです。そのためには、
利用する側も関心を持ち、声
を届けたいと思います。

町民町民のの声声

学習交流施設　「エピカ」施設管理料　5646万7000円

※四捨五入により合計が一致しない場合があります。

　
議
会
定
例
会
３
月
会
議
は
３
月
７
日
か
ら
16
日
ま
で
10
日
間

の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
に
は
９
人
の
議
員
が
登
壇
し
、
直
面
す
る
町
政

課
題
、
施
政
方
針
、
教
育
行
政
方
針
な
ど
に
つ
い
て
町
の
考
え

を
た
だ
し
ま
し
た
。

　
令
和
４
年
度
一
般
会
計
、
特
別
会
計
等
の
予
算
に
つ
い
て
は
、

予
算
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
慎
重
審
議
の
結
果
、
原
案
ど
お
り

可
決
し
ま
し
た
。

予算予算をを活かせ活かせ
42004200万円万円をを議決議決

定
例
会
３
月
会
議
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審査意見
１　コロナ禍における農林業の振興策及び観光産業の活性化を図る対策を着実に推進されたい。
２　定住化対策の推進と子育て環境の拡充に努められたい。
３　健康福祉交流館の構造的課題の分析を進め、健全経営に積極的に取り組まれたい。
４　地域住民が希求している道路改良等は、財政計画を立案し、速やかに対応されたい。
５ 　新型コロナウイルス感染症により住民生活は犠性と負担を余儀なくされている。住民の安心・
安全対策に万全を期されたい。

　健康福祉交流館活性化調査委託料200万
円の計上は適切か。

  　専門的な視点から経営等に
関し分析とアドバイスを受け、
今後の健康福祉交流館のあ
り方に活かしていく。

問

答

健康福祉交流館への予算計上は適切か

　令和４年度の消防施設工事費の用途は。

  　祇園にある防火水槽を埋める
ための費用である。それに代わ
る設備の設置は検討中である。

問

答

代替設備の設置を速やかに
　新規就農者の育成総合対策補助金と支援
補助金の違いは。

  　育成総合対策補助金は、経営
開始や雇用就農への支援である。
支援補助金は農業法人等へ
加入した人への居住費等を
町で支援する制度である。

問

答

新規就農者への起爆剤へ

　※IoTのまちロボット大会開催内容は。

  　プログラミングをより身近に
感じていただくという講座の
一つで、一関高専と連携し、
IoTのまちロボット大会を
開催する。

問

答

未来の産業へ活用
　町税滞納者への対応は。

  　早期に滞納を解消する必要が
ある。督促状で対応するが、状
況に応じて分納等で対応する。

問

答

徴税に公平性を

猪岡 須夫猪岡 須夫 委員 委員

氷室 裕史氷室 裕史 委員 委員

稻葉 　正稻葉 　正 委員 委員 大友 仁子大友 仁子 委員 委員

阿部 圭二阿部 圭二 委員 委員

プログラミング講座を修了した受講生

※ IoTとは…Internet of Things の略で様々な物がインターネットにつながること。
5 議会だより   第175号

予算特別委員会　Report　　私はここに注目

　３月11日、14日に予算特別委員会を開催し、令和４年度
の予算を集中審議しました。
　すべての会計予算案について、審査意見を付して、可決
すべきものと決定しました。

　新たな工業団地の考えは。

  　想定されるのは、一関市との
境に位置している土取りの跡地
６ヘクタールであるが、整備に
向けた課題がある。

問

答

今後の企業誘致の方針は

　町道樋の沢大佐線ルート検討業務の内容
は。

  　大佐３号線と樋の沢大佐線
の連続した路線について、地
権者とルート検討を行う
ため、ルートを調査す
る経費である。

問

答

地域住民の要望を本格化へ

　児童クラブ管理運営委託料が500万円
増額となっているが処遇改善に
よるものか。

  　人件費の増額に伴うもので、
１時間当たり1002円か
ら国の事業を使用し、
1119円まで引き上げた。

問

答

児童支援員等の処遇改善を

　若者の働く場を創り出す地域経済牽引事
業の投資効果と今後の見通しは。

  　全国からプログラミング講座
に受講者が参加しており、その
中に定住希望者もいる。
　今後も講座継続を予定し、
起業の後押しもしていく。

問

答

地方創生事業は

住民の安心、住民の安心、
安全対策に予算を安全対策に予算を

　新規作物導入支援事業補助金の活用は。

  　道の駅が推奨している3品目
（とうもろこし、アスパラ、
スイカ）と黄金メロンに対する
補助であり、周知をはか
りたい。

問

答

農業へ新たな活力を

副委員長
阿部　圭二

予算特別委員長
髙橋　伸二

0

20

40

60

80
（億円）

（年度）

48.2

当初予算の推移
全体
一般会計

H30 Ｒ1 Ｒ2 Ｒ3 Ｒ4

68.5

50.3

70.3

50.4

72.6

54.7

78.2

46.4

69.0

佐藤 孝悟佐藤 孝悟 委員 委員

升沢 博子升沢 博子 委員 委員

三枚山光裕三枚山光裕 委員 委員

千葉 勝男千葉 勝男 委員 委員

真篭 光幸真篭 光幸 委員 委員
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発議第３号 　会議規則の改正
◆主な改正
・質疑回数の撤廃
　 　論点、争点を明確にするため、一問一答方式
を取り入れ、質疑回数を撤廃しました。
・押印の廃止
　　請願書等の署名の場合の押印を廃止しました。
・協議・調整の場を設定
　　協議・調整の場に次の会議を設定しました。
　　①全員協議会
　　②議会改革推進会議
　　③議会災害対策連絡会議

発議第４号 　委員会条例の改正
◆主な改正
・オンライン会議の実施に伴う改正
　 　感染症のまん延防止措置の観点などから、委員会のオンラインを活用する会議への出席を可能とし
ました。

議会改革の取り組み

大災害の時でも議会の役割を確実に果たすために
「平泉町議会ＢＣＰ」を策定

　大規模災害発生時等の非常事態においても議会機能の維持を図り、迅速に対応する必要がある
ことから令和４年３月１日に「平泉町議会業務継続計画（議会BCP）」を策定しました。
　災害発生時の初動期対応から復旧・復興期の各段階において、必要に応じて審議・調査等が行え
るよう体制を整えました。

議会災害対策連絡会議議会災害対策連絡会議
議長・副議長・議運委員長・常任委員長

（必要に応じ議員出席）
１ 議員の安否確認
２ 災害情報の収集・伝達
３ 全議員参集の必要性の協議、参集指示
４ 議会機能の回復

議　　員議　　員
１ 連絡体制の確保　　　　　４ 災害情報の収集・伝達
２ 参集可能な体制維持　　　５ 参集指示により参集
３ 救援・復旧等の地域活動

町災害対策本部町災害対策本部
町長・執行部
議会事務局長直接連絡しない

・災害情報

議会事務局
１ 議員の安否確認
２ 正副議長への情報提供
３ 町災害対策本部との連携

・災害情報
・対応情報

・参集指示
・災害情報
・安否確認

・安否報告
・災害情報

（様式）

（表紙）

請願書（陳情書）

紹介議員　　　　㊞
（陳情の場合は紹介議員不要）

（内容）
年　月　日

平泉町議会
議長　○○様
　　　　請願（陳情）者の
　　　　　住所
　　　　　氏名　　　　　㊞
（署名の場合、印は不要）

○○についての請願（陳情）
（要旨）・・・・・
（理由）・・・・・

※用紙サイズはＡ４です。
※ 町政についての要望などを、請願として文書で町議会に提出す
ることができます。
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討 論

反対です
猪岡議員

人件費は予算の25％に
迫り、福祉にかける予算
は相対的に減少する。
健康福祉交流館の修繕
費は今後も増加し、財
政調整基金は減少する
一方である。
前例踏襲の硬直した予
算案に反対する。

議案
第18号

令和３年度の政策評価の結果を踏
まえ、第６次総合計画の目標達成を
目指し、予算配分されていると評価
できる。多額の不用額、繰越額へ考慮
した予算執行を求め、予算案に賛成する。

賛成です
升沢議員

コロナ禍の影響の中、観光業をはじ
め、鳥獣対策、農家へ新しい支援も
あり、子育て世代に向けても就学援助
を幅広くしている。予算案に賛成する。

賛成です
三枚山議員

令和４年度補正予算
会　　　　計 補正額 補正後予算額

一　般　会　計（第1号） 2871万円 46億7071万円
※単位未満を四捨五入しています。

特
別
会
計

国民健康保険会計（第3号） 1091万円 8億9443万円
後期高齢者医療会計（第2号） △393万円 8809万円
健康福祉交流館会計（第3号） △678万円 7160万円
町営駐車場会計（第3号） △1262万円 4068万円

令和３年度補正予算
会　　　　計 補正額 補正後予算額

一　般　会　計（第11号） △1億3527万円 59億6755万円
一　般　会　計（第12号） 120万円 59億6874万円

水道事業会計
（第2号）

収益的支出 119万円 2億7769万円
資本的収入 △1991万円 3億4478万円

防災の要、町消防団の処遇改善で団員減少に歯止めを！

指定期間：令和４年７月１日～令和９年３月31日

問 　これまで指定管理を受けていた合同
会社「ひらいずむ」への支援は適切であっ
たか。今回の光管財への乗り換えは切り
捨てではないか。

答 　会社の体制に不十分な点も見受けられ
た。決して切り捨てではないが、町に
指導不足な点があったことも否めない。

問 　新たな指定管理者の光管財は清掃と
警備を主とした企業ではないか。

答 　公共施設の運営について、実績がある。
提案どおりの経営により、さらに良い施
設となると考えている。

～消防団員の報酬引き上げ～
消防団員の処遇改善を図るため４月１日から報酬が引き上げになります。
また、消防団員の定数は「260人」から「220人」に改められました。

区　　分 報 酬 額 改正内容

消防団員　班　長 年額4万6300円 1万2000円増額

消防団員　機関員 年額3万9500円 1万2000円増額

消防団員　　　　 年額3万6500円 1万2000円増額

出動、訓練及び
警戒報酬
（消防団員、水防隊）

出動１日につき
　３時間以内 3000円
　３時間を超え６時間まで 6000円
　６時間を超えたとき 8000円
訓練・警戒１回当たり 3500円

出動手当　5400円
訓練手当　2300円

からの改定

宿泊交流体験施設「浄土の館」
指　定
管理者に光管財株式会社
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　常任委員会所管の事務事業について調査を行い、町政
に関する提言書をまとめました。今後の予算措置ならび
に町政執行に取り組まれるよう、町長へ提言書を手渡し
ました。

調査期間　令和２年６月～令和４年３月

総務教民常任委員会

高齢者の主体性を尊重した
自立支援を

提言1
地域住民の主体性を
尊重した支援

過剰な支援・補助は地域のつながりを
阻害することが懸念されるため、今後、
地域が新たな組織や集いの場の構築を
希望した際の相談・アドバイスの体制を
充実させること。また、既存の町内組織
へのヒアリングを行い、のちの地域組織
の構築に資するものとすべきである。

提言2
既存事業の有効活用と
機会の充実

既存の生活支援事業を一層周知し、活用することによって、高齢者がさら
に活躍できる環境づくりに取り組むこと。また、平泉町コミュニティバス
を町民のニーズに沿った形となるよう努めること。

提言3
高齢者の自立と認知症
予防の取り組み

世代間交流を推進し、高齢者の見守り体制と町内のサポート施設の充実を
図り、社会参画のきっかけを提供すること。

産業建設常任委員会

生活道路整備・鳥獣被害対策・世界遺産の
新たな価値へ

提言1
社会基盤整備

未認定、未舗装の生活道路について、現地
調査を踏まえて課題が明らかになった。今後、
整備の促進に一層の努力をされたい。

提言2
農業振興策

基幹産業である農業においては、世界
農業遺産を目指し、鳥獣被害対策を含めた
対策、仕組みづくりと十分な財源の確保を
求める。

提言3
観光・産業振興策

コロナ収束後を見据えて、観光事業者へ
の継続的な支援と、世界遺産の新たな価値
を見出す積極的な施策を打ち出すよう提言
する。

高齢者支援対策に関する
提言書

令和４年３月

総務教民常任委員会
委員長　氷室裕史
委　員　真篭光幸、佐藤孝悟
　　　　阿部圭二、猪岡須夫
　　　　稻葉　正

社会基盤整備、農業振興策
及び観光・産業振興策
に関する提言書

令和４年３月

産業建設常任委員会
委員長　升沢博子
委　員　三枚山光裕、千葉勝男
　　　　髙橋伸二、大友仁子

常任委員会活動報告
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議案内容と審議結果　賛否のあった議案以外は全員賛成で可決しています。

議案番号 議案及び内容 関連ページ
　条例の一部改正

第6号 平泉町個人情報保護条例
（法律の改正に伴う一部改正）

第7号
（撤回）

平泉町特別職の職員の給与並びに旅費及び費用
弁償に関する条例等
（消防団員の報酬額の見直し、定数見直しに
伴う一部改正）

第8号
平泉町文化観光振興基金条例
（条例の期限を令和7年3月31日までに延長
するための一部改正）

第27号
平泉町特別職の職員の給与並びに旅費及び費用
弁償に関する条例等
（消防団員の報酬額、服務規律の見直し、定数
見直しに伴う一部改正）

6

　その他

第9号
浄土の館の指定管理者の指定
（指定者：光管財株式会社　指定期間：令和4
年7月1日から令和9年3月31日）

6

第10号 辺地に係る公共的施設の総合整備計画の変更
（飲料水供給施設事業の増額に伴う計画変更）

第11号 町道の路線認定及び廃止
（認定路線６路線、廃止路線３路線）

　人事案件

同意
第1号

懲戒審査委員の任命同意
岩渕　省一氏(新任）
任期：令和4年4月1日～令和4年9月30日

　議員提案

発議
第1号

ロシアのウクライナ侵攻に抗議し非難する決議
（世界の恒久平和の実現に向け、ロシア軍が即
時に完全かつ無条件で撤退すること、国際法
にもとづく誠意を持った対応を強く求める）

発議
第2号

「水田活用の直接支払い交付金」の見直しの
中止を求める意見書の提出

発議
第3号

平泉町議会委員会条例
（オンライン会議導入に伴う一部改正） 7

議案番号 議案及び内容 関連ページ
　令和３年度補正予算

第12号
一般会計補正予算（第11号）
（基金繰入金２億1819万円の減額、寄付金
1028万円の増額、新型コロナウイルスワク
チン接種事業補助金2230万円などの補正）

6

第13号 国民健康保険特別会計（第3号）
（保険給付費追加及び交付金返還金追加など） 6

第14号 後期高齢者医療特別会計（第2号）
（広域連合への納付金減額など） 6

第15号 健康福祉交流館特別会計（第3号）
（入館料等の減額など） 6

第16号 町営駐車場特別会計（第3号）
（駐車場使用料等の減額など） 6

第17号
水道事業会計（第2号）
（建設改良事業に充てる企業債（借金）の減額
など）

6

第25号
一般会計補正予算（第12号）
（子育て世帯等臨時特別支援金事業130万円
の追加、社会教育施設に充てる起債額1630
万円の減額など）

6

　令和４年度当初予算、補正予算
第18号
～24号 一般会計及び特別会計等　７件 2～5

第26号
一般会計補正予算（第1号）
（子育て世帯等臨時特別支援金事業2871万円
の補正）

6

　議員提案

発議
第4号

平泉町議会会議規則
（質疑回数の撤廃及び押印廃止、オンライン会
議の導入等に伴う一部改正）

7

発議
第5号

高齢者支援に関する提言の提出（決議）
（総務教民常任委員会の調査にもとづく提言提出） 9

発議
第6号

社会基盤整備、農業振興策及び観光・産業振
興策に関する提言書の提出（決議）
（産業建設常任委員会の調査にもとづく提言提出）

9

議会定例会３月会議（３月７日～ 16日）

　 　 　 　 　 賛 否 の あ っ た 議 題 （賛成：〇、反対：×）

議員名

議　案

大
友　

仁
子

稻
葉　
　

正

猪
岡　

須
夫

氷
室　

裕
史

阿
部　

圭
二

三
枚
山
光
裕

真
篭　

光
幸

髙
橋　

伸
二

佐
藤　

孝
悟

千
葉　

勝
男

升
沢　

博
子

髙
橋　

拓
生

賛

成

反

対

採
決
結
果

議案第12号　令和3年度一般会計補正予算（第11号） ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 10 1 可決

議案第15号　令和3年度健康福祉交流館特別会計補正予算（第3号） ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 10 1 可決

議案第18号　令和4年度一般会計予算 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 10 1 可決

議案第21号　令和4年度健康福祉交流館特別会計予算 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 10 1 可決

議案第25号　令和3年度一般会計補正予算（第12号） ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 10 1 可決
※採決に議長は参加していません。

議会定例会６月会議のお知らせ
６月９日（木）～16日（木）

開催予定
※本会議はインターネットで生中継しています。

議長交際費を公表します
1月分～2月分　支出なし
３月分　6000円（ 商工会60周年記念式典、

フタバ平泉竣工式祝儀）
※詳細はHPをご覧ください。
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一　般　質　問

問
　
農
産
物
の
出
荷

が
困
難
な
高
齢
農

業
者
を
支
援
す
る
、
庭
先

集
荷
を
、
町
の
物
流
支
援

事
業
と
し
て
検
討
で
き
な

い
か
。

町
長
令
和
元
年
度
に

道
の
駅
野
菜
出

荷
部
会
へ
補
助
金
を
交
付

し
た
。
そ
の
後
も
継
続
し

て
い
る
と
認
識
し
て
い

る
。
町
と
し
て
の
支
援
事

業
は
考
え
て
い
な
い
。

問
　
自
家
消
費
し
て

い
る
作
物
が
販
売

で
き
、
集
荷
も
依
頼
で
き

る
と
な
れ
ば
、
特
に
も
高

齢
の
女
性
農
業
者
の
生
き

が
い
づ
く
り
に
大
き
く
寄

与
す
る
。集
荷
に
は
、コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
を
活
用
す
る

こ
と
も
方
策
と
し
て
検
討

で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

　
農
林
振
興
課
だ
け
で
な

く
、
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

や
保
健
セ
ン
タ
ー
と
も
連

携
し
た
支
援
策
と
し
て
検

討
で
き
な
い
か
。

農
林
振
興

課

長
　
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
の

活
用
は
、
ま
ち
づ
く
り
推

進
課
と
も
協
議
し
て
い
る
。

実
現
可
能
か
ど
う
か
検
討

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
高
齢
者
を
支
え

る
仕
組
み
作
り
は
、
保
健

セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
な
が

ら
、
検
討
し
た
い
。

猶
予
も
許
さ
れ
な
い
。
拉

致
問
題
解
決
に
向
け
た
理

解
促
進
を
図
る
た
め
、
町

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
、
内

閣
官
房
拉
致
対
策
本
部
へ

の
外
部
リ
ン
ク
を
設
け
ら

れ
な
い
か
。

町
長
　
重
要
な
問
題

で
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。提
案
ど
お
り
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
拉
致
問

題
に
対
す
る
町
民
の
意
識

を
啓
発
す
る
た
め
、
情
報

リ
ン
ク
を
設
け
る
な
ど
を

検
討
し
た
い
。

問
　
拉
致
問
題
の
映

像
作
品
を
啓
発
と

し
て
活
用
し
て
は
ど
う
か
。

教
育
長
　
人
権
問
題
と

し
て
、
拉
致
問

題
を
考
え
る
機
会
を
設
け

る
重
要
性
は
認
識
し
て
い

る
。
活
用
の
促
進
を
図
り

た
い
。

問
　
12
月
10
日
か
ら

16
日
ま
で
が
北
朝

鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発
週

間
で
あ
る
。
12
月
定
例
会

議
に
は
、
町
長
以
下
幹
部

職
員
が
ブ
ル
ー
リ
ボ
ン

バ
ッ
ジ
を
着
用
し
、
臨
む

考
え
は
な
い
か
。

町
長
　
町
民
に
周
知

し
た
上
で
、

バ
ッ
ジ
を
つ
け
る
事
の
意

味
合
い
を
考
え
今
後
検
討

し
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

・ 

小
学
校
の
教
科
担
任
制

・ 

学
校
保
健
統
計
調
査

・ 

学
校
等
へ
の
不
審
者
の

侵
入
に
対
す
る
備
え

・ 

生
理
の
貧
困
へ
の
対
処

問
　

拉
致
被
害
者

と
、
ご
家
族
の
高

齢
化
が
進
ん
で
お
り
、
問

題
の
解
決
に
は
、
一
刻
の ブルーリボンバッジ

議員の
ひとりごと

拉致被害者のご家族の高齢化が進み、
一刻の猶予もありません。必ず取り
戻すという意志を国民が一丸となって
示していかなければと思います。

真
ま
篭
ごめ
光
みつ
幸
ゆき
 議員

道の駅への出荷促進を

高
齢
農
業
者
の
集
荷
支
援
は

答
道
の
駅
に
出
荷
で
き
る
体
制
を

拉致問題を風化させないための啓発活動を
答町民の意識を啓発していきたい
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一　般　質　問

●真 篭 光 幸 議員…Ｐ11
①高齢農業者支援
②小学校の教科担任制
③学校保健統計調査
④学校等への不審者の侵入に対する備え
⑤生理の貧困への対処
⑥拉致問題解決に向けた啓発

●大 友 仁 子 議員…Ｐ12
①子育て支援
②新しい時代に向けた学びの環境整備

●猪 岡 須 夫 議員…Ｐ13
①まち・ひと・しごと創生推進基金活用事業
②平泉町交通施策
③健康福祉交流館「悠久の湯」

●千 葉 勝 男 議員…Ｐ14
①町長の目指す町政
②町道整備
③道の駅
④学習交流施設開館後の旧図書館、公民館の利活用

●升 沢 博 子 議員…Ｐ15
①町長施政方針
②子育て支援策

●稻 葉 　 正 議員…Ｐ16
①上下水道の整備状況と今後の事業計画
②マイナンバーカードの普及と紐付け
③SDGs持続可能なまちづくり

●三枚山光裕 議員…Ｐ17
①「ALPS処理水チラシ」の配布への対応
②水田活用の直接支払交付金の見直し
③農業機械等の購入に対する支援策
④保育士、福祉・介護職員等の処遇改善

●髙 橋 伸 二 議員…Ｐ18
①運転免許「自主返納者」への支援策
②消防団・消防施設等の保全対策と運営補助金交付

●阿 部 圭 二 議員…Ｐ19
①介護における ｢ケアラー｣ 支援
②町民の居住環境を守る支援

※掲載している内容は、質問者自身が要約し広報委員が校正したものです。
※議会ホームページでご覧いただけます。

　一般質問は、議員が執行機関である町長などに対し、事業の状況や将来の方針などの諸問題
について問うものです。
　平泉町では一人60分以内の制限時間で質問を行います。

一般質問で
町の考えを問うここここがが聞聞きたい！きたい！ここここがが聞聞きたい！きたい！
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一　般　質　問

問
　
地
域
公
共
交
通

会
議
で
は
、コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
の
本
格
実
施

に
向
け
、
ど
の
よ
う
な
協

議
が
さ
れ
た
の
か
。

町
長
　
４
月
の
本
格

運
行
に
向
け
、

利
用
者
が
困
惑
し
な
い
よ

う
、
軽
微
な
変
更
と
す
る

こ
と
と
し
た
。
新
た
に
、

道
の
駅
、
悠
久
の
湯
、
他

に
２
か
所
の
バ
ス
停
を
加

え
、
町
民
に
限
定
し
て
い

た
利
用
を
町
外
の
登
録
者

に
も
拡
大
し
た
。
バ
ス
停

以
外
で
も
乗
降
自
由
の
区

間
を
拡
大
す
る
こ
と
等
を

協
議
し
て
い
る
。

問
　
夕
方
の
増
便
の

可
能
性
は
。

町
長
　
引
き
続
き
課

題
を
整
理
し
、

必
要
に
応
じ
て
増
便
も
含

め
、見
直
し
を
検
討
す
る
。

問
　
東
磐
交
通
バ
ス

へ
の
補
助
金
が
減

額
さ
れ
る
が
、
バ
ス
は
引

き
続
き
利
用
で
き
る
の
か
。

町
長
　

補
助
金
は
、

減
額
と
な
る

が
、
引
き
続
き
事
業
者
を

支
援
し
、
一
関
線
の
維
持

に
努
め
る
。

問
　
長
島
地
区
の
ス

ク
ー
ル
バ
ス
運
行

を
求
め
る
声
が
従
来
か
ら

多
数
あ
る
が
、
対
応
は
。

教
育
長
　
長
島
地
区
に

つ
い
て
は
、
既

存
の
バ
ス
の
有
効
活
用
が

可
能
で
あ
る
か
、
検
討
を

進
め
て
い
る
。

町
長
　
町
民
の
利
用

実
態
の
正
確
な

数
字
は
、
把
握
し
て
い
な

い
。
平
日
昼
間
は
、
町
外

利
用
者
が
多
く
、
夕
方
７

時
以
降
は
、
町
内
の
利
用

者
が
多
い
と
捉
え
て
い
る
。

問
　
無
料
券
の
種
類
や

そ
の
利
用
割
合
は
。

町
長
　
ポ
イ
ン
ト
優

待
、
ス
ク
ー
ル

ガ
ー
ド
へ
の
謝
礼
、
敬
老

祝
品
な
ど
が
あ
る
。
敬
老

祝
品
の
使
用
割
合
は
、
配

布
に
対
し
て
、
32・
６
％

で
あ
る
。

問
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
利
用
で
入
館

料
１
０
０
円
引
き
と
な
る
。

バ
ス
は
午
前
９
時
半
到
着

問
　
令
和
３
年
度
の

運
営
状
況
を
ど
う

捉
え
て
い
る
か
。

町
長
　
今
年
度
の
入

館
者
数
は
、
対

前
年
比
17
％
増
、入
館
料
は

24
％
増
を
見
込
ん
で
い
る
。

問
　
町
民
の
利
用
の

実
態
は
把
握
し
て

い
る
か
。

と
な
る
が
、
開
館
時
間
ま

で
６
人
が
狭
い
風
除
室
で

待
た
さ
れ
、
密
に
な
っ
て

い
た
。改
善
で
き
な
い
か
。

町
民
福
祉

課

長
　
入
館
対
応

な
ど
に
つ
い

て
は
、
今
後
検
討
す
る
。

問
　
体
の
不
自
由
な

人
に
は
、
利
用
し

づ
ら
い
浴
槽
と
な
っ
て
い

る
が
、ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

町
民
福
祉

課

長
　
従
業
員
で

フ
ォ
ロ
ー
で

き
る
部
分
は
対
応
し
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

・ 

ま
ち・ひ
と・し
ご
と
創

生
推
進
基
金
活
用
事
業

猪
いの
岡
おか
須
より
夫
お
 議員

長島地域はルート上乗り降り自由

議員の
ひとりごと

敬老祝い品の諸経費が浮く
から「80歳以上のお風呂利用
無料にしたら」と聞いても、
返事なし。ア～ア！

風除室で６人が９時50分まで待機

新
た
な
交
通
施
策
の
本
格
実
施
は

答
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
が
４
月
に
本
格
運
行
へ

「悠久の湯」の運営状況は
答対前年比で改善の傾向にある
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一　般　質　問 一　般　質　問

問
　
視
力
は
言
葉
や

歩
行
な
ど
と
同
様

に
、
成
長
に
伴
っ
て
獲
得

す
る
能
力
で
、
３
歳
頃
に

大
人
と
同
じ
視
力
に
達
す

る
と
さ
れ
る
。
弱
視
は
、

早
期
発
見
、
早
期
治
療
で

改
善
で
き
る
。
現
状
の
検

査
方
法
で
精
密
検
査
が
必

要
と
さ
れ
た
割
合
は
ど
の

程
度
か
。

町
長
　
令
和
２
年
度

は
対
象
者
48
名

中
、
精
密
検
査
が
必
要
と

さ
れ
た
人
は
、
２
名
で
あ

る
。
こ
の
う
ち
１
名
は
屈

折
異
常
が
発
見
さ
れ
、
治

療
に
結
び
つ
い
て
い
る
。

令
和
３
年
度
は
、
対
象
者

37
名
中
、
精
密
検
査
が
必

要
と
さ
れ
た
の
は
２
名
で

あ
る
。

問
　
精
密
検
査
を
必

要
と
す
る
人
の
割

合
が
、
年
々
高
く
な
っ
て

い
る
。
保
護
者
へ
の
視
力

検
査
の
重
要
性
の
周
知
、

啓
発
は
ど
の
よ
う
に
行
っ

て
い
る
か
。

保
健
セ
ン
タ
ー

所

長
　
問
診
票

送
付
の
際

に
、
重
要
な
検
査
で
あ
る

旨
を
周
知
し
て
い
る
。

問
　
３
歳
児
視
力
検

査
に
専
用
機
器
を

導
入
す
る
考
え
は
な
い
か
。

保
健
セ
ン
タ
ー

所

長
　
現
在
の

検
査
方
法

で
は
、
弱
視
を
完
全
に
発

見
す
る
こ
と
が
困
難
な
た

め
、
国
の
補
助
事
業
を
活

用
し
、
屈
折
検
査
機
器
を

導
入
す
る
。

ソ
フ
ト
の
研
修
を
行
い
、

授
業
に
ど
の
よ
う
に
生
か

す
か
と
い
う
視
点
で
進
め

て
い
る
。

問
　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員

の
導
入
は
考
え
て

い
る
か
。

教
育
次
長
　
今
年
度
導

入
す
る
。
情

報
モ
ラ
ル
を
は
じ
め
、
先

生
向
け
に
は
一
斉
研
修
を

行
い
、
同
じ
よ
う
な
研
修

を
子
ど
も
た
ち
に
も
行
う
。

問
　
長
期
欠
席
を
し

て
い
る
生
徒
・
児

童
に
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
を

活
用
す
る
考
え
は
な
い
か
。

教
育
長
　
不
登
校
の
児

童
・
生
徒
に
対

す
る
教
育
機
会
の
確
保
の

取
り
組
み
の
一
つ
と
し

問
　

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス

ク
ー
ル
構
想
に
よ

り
一
人
１
台
の
端
末
が
整

備
さ
れ
、
全
て
の
子
ど
も

た
ち
の
可
能
性
を
引
き
出

す
学
び
の
実
現
が
期
待
さ

れ
る
。
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業

を
実
施
す
る
に
当
た
り
、

課
題
は
何
か
。

教
育
長
　
オ
ン
ラ
イ
ン

授
業
を
構
築
す

る
た
め
に
は
、
教
員
が
資

料
を
作
成
す
る
必
要
が
あ

る
。
教
育
現
場
で
の
準
備

の
た
め
の
労
力
が
課
題
で

あ
る
。

問
　
先
生
方
に
Ｉ
Ｃ

Ｔ
機
器
を
操
作
す

る
教
育
が
充
分
に
な
さ
れ

て
い
る
か
。

教
育
次
長
　
タ
ブ
レ
ッ

ト
に
入
れ
た

て
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た

学
習
支
援
が
あ
げ
ら
れ

る
。
学
校
へ
の
復
帰
が
望

ま
し
い
が
、
学
習
の
遅
れ

が
学
校
へ
の
復
帰
の
妨
げ

に
な
っ
て
い
る
場
合
も
あ

る
。
熱
心
に
取
り
組
み
、

力
を
伸
ば
そ
う
と
取
り
組

ん
だ
場
合
、
出
席
扱
い
と

す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

大
おお
友
とも
仁
さと
子
こ
 議員

未来の子供たちを大切に

コロナ禍が続く中でのマスク生活。
マスクから見える僅かな目元や
目尻、早くマスクを外して、笑顔
で会話をしたいものだ。

議員の
ひとりごと

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
課
題
へ
の
対
応
は

答
学
校
と
相
談
し
、
方
向
性
を
探
る

３歳児健康診査での視力検査は
答屈折検査機器を導入する
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一　般　質　問

問
　
令
和
３
年
度
に

設
置
さ
れ
た
、「
子

育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
」
の
支
援
内
容
は
。

町
長
　
専
任
の
保
健

師
が
妊
娠
、
出

産
、
子
育
て
の
様
々
な
相

談
に
応
じ
、
情
報
提
供
、

保
健
指
導
を
行
う
。
個
別

の
支
援
プ
ラ
ン
を
作
成
、

保
健
医
療
・
福
祉
の
関
係

機
関
と
の
連
絡
調
整
を

行
っ
て
い
る
。
個
室
の
相

談
室
を
新
設
し
、
相
談
者

の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
も
守
ら

れ
、
デ
リ
ケ
ー
ト
な
内
容

に
も
安
心
し
て
相
談
で
き

る
場
所
に
な
っ
て
い
る
。

問
　
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
が
で
き
た
こ

と
の
成
果
は
。

町
長
　

町
民
福
祉

課
、
教
育
委
員

会
、
幼
児
施
設
、
保
健
セ

ン
タ
ー
が
個
別
に
行
っ
て

き
た
支
援
が
、
子
育
て
世

代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の

設
置
で
各
部
署
と
の
連
携

会
議
を
行
い
、
サ
ー
ビ
ス

内
容
や
課
題
、
子
ど
も
た

ち
へ
の
か
か
わ
り
方
等
に

つ
い
て
情
報
共
有
し
支
援

に
繋
ぐ
こ
と
が
で
き
る
。

問
　
国
は
令
和
５
年

度
か
ら
「
子
ど
も

家
庭
庁
」
を
創
設
、
令
和

６
年
か
ら
は
「
母
子
保
健

法
」「
児
童
福
祉
法
」
を

改
正
し
て
一
本
化
す
る

「
子
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
」

の
設
置
案
も
浮
上
し
て
い

る
。
当
町
で
も
子
ど
も
に

関
す
る
支
援
機
関
を
一
元

化
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

町
民
福
祉

課

長
　
社
会
福
祉

士
等
の
専
門

職
の
配
置
や
機
構
改
革
が

必
要
に
な
る
。
今
後
、
国

の
動
向
を
見
な
が
ら
検
討

し
て
い
く
。

問
　
町
長
の
就
任
以

来
８
年
の
施
策
の

成
果
は
。

町
長
　
コ
ン
パ
ク
ト

な
町
の
特
性
を

生
か
し
、
町
民
と
の
直
接

対
話
に
よ
り
、
地
域
課
題

の
解
決
策
や
方
向
性
に
つ

い
て
一
緒
に
考
え
行
動
し

て
き
た
。
そ
の
結
果
、
子

育
て
支
援
策
、企
業
誘
致
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運

行
、
学
習
交
流
施
設
整
備

な
ど
を
実
現
し
た
。

問
　
ま
ち
づ
く
り
の

課
題
は
。

町
長
　
一
番
の
課
題

は
人
口
減
少
を

食
い
止
め
る
こ
と
で
あ
る
。

若
者
の
転
出
が
著
し
く
、

町
に
戻
る
若
者
が
少
な
い

こ
と
が
原
因
と
考
え
ら
れ

る
。
そ
の
対
策
と
し
て
子

育
て
環
境
の
整
備
と
経
済

的
支
援
、
ま
た
雇
用
対
策

が
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

企
業
誘
致
に
よ
る
受
け
皿

づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
。

問
　
町
長
は
就
任
時

に
「
職
員
が
働
き

や
す
い
職
場
環
境
を
作
り

た
い
」
と
語
っ
た
。
役
場

職
員
が
能
力
を
最
大
限
発

揮
で
き
る
職
場
づ
く
り
を

ど
う
考
え
て
い
る
か
。

町
長
　
職
員
が
力
を

発
揮
す
る
に
は

職
員
を
心
か
ら
信
頼
し
な

け
れ
ば
成
り
立
た
な
い
。

施
策
実
現
に
は
、
正
に
職

員
と
の
信
頼
関
係
が
あ
っ

た
か
ら
で
あ
る
。
今
後
も

楽
し
く
仕
事
が
で
き
る
職

場
づ
く
り
に
努
め
る
。

升
ます
沢
ざわ
博
ひろ
子
こ
 議員

安心して相談できる場所に

施政方針に男女共同参画の文言がな
かったのが残念。当町の各種委員会
における女性の登用率は 22.1％。
せめて30％を目指してほしい。

議員の
ひとりごと

保
健
、
福
祉
、
教
育
連
携
の
子
育
て
支
援
は

答
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
連
携

青木町政の成果と課題は
答成果は施策の実現、課題は人口減少
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一　般　質　問 一　般　質　問

問
　
３
期
目
を
目
指

す
決
意
を
伺
う
。

町
長
　
こ
れ
ま
で
企

業
誘
致
の
実

現
、
学
習
交
流
施
設
の
整

備
、
文
化
財
の
保
存
と
活

用
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
感
染
予
防
対

策
な
ど
に
努
め
て
き
た
。

町
民
総
参
加
で
ま
ち
づ
く

り
を
行
う
こ
と
が
大
事
で

あ
り
、
平
泉
な
ら
で
は
の

「
理
想
郷
」
を
目
指
し
、

全
力
を
尽
く
す
。

問
　
農
業
問
題
の
現

状
を
ど
の
よ
う
に

捉
え
て
い
る
か
。

町
長
　
農
業
従
事
者

の
50
％
が
65
歳

以
上
で
あ
り
、
後
継
者
も

不
足
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
耕
作
放
棄
地
が
発
生

し
、
大
き
な
問
題
と
な
っ

て
い
る
。
そ
の
た
め
、
後

継
者
育
成
対
策
が
本
町
の

農
業
振
興
の
た
め
に
取
り

組
む
最
重
要
課
題
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

問
　
人
口
減
少
は
著

し
い
。ど
う
捉
え
、

ど
の
よ
う
な
対
策
を
講
じ

て
い
く
の
か
。

町
長
　
人
口
減
少
の

要
因
は
、
自
然

要
因
で
あ
る
出
生
率
の
低

さ
や
、
社
会
要
因
と
し
て

若
者
の
転
出
な
ど
で
あ

る
。
若
者
の
定
住
化
に
向

け
た
結
婚
祝
金
、
出
産
祝

金
、
子
ど
も
医
療
費
の
無

料
化
な
ど
、
切
れ
目
の
な

い
経
済
的
支
援
が
重
要
で

あ
る
。

問
　
道
の
駅
ひ
ら
い

ず
み
に
関
し
て
、

町
の
方
針
を
問
う
。

町
長
　
地
場
産
業
の

育
成
と
活
性
化

を
図
り
、
農
家
や
商
業
者

の
収
入
確
保
と
生
産
意
欲

向
上
に
努
め
る
。
ま
た
、

県
ガ
イ
ダ
ン
ス
セ
ン

タ
ー
と
の
相
乗
効
果
や
、

レ
ス
ト
ラ
ン
で
の
看
板
メ

ニ
ュ
ー
な
ど
取
り
組
み
を

考
え
て
い
る
。

を
依
頼
し
、
現
在
調
査
中

で
あ
る
。

問
　
長
島
深
山
地
内

の
町
道
の
整
備
方

針
は
。

町
長
　
平
成
22
年
に

改
良
舗
装
を
実

施
し
た
。
生
活
道
路
の
改

良
舗
装
は
利
用
状
況
等
を

考
慮
し
、
順
次
舗
装
を
実

問
　
町
道
大
平
線
の

整
備
方
針
は
。

町
長
　
当
該
道
路
は

共
有
地
の
所
有

者
が
一
部
不
明
で
あ
っ
た

が
、令
和
元
年
５
月
に「
表

題
部
所
有
者
不
明
土
地
の

登
記
及
び
管
理
の
適
正
化

に
関
す
る
法
律
」
が
成
立

し
た
こ
と
を
受
け
、
法
務

局
に
所
有
者
の
探
索
調
査

施
し
て
い
る
。
約
１
５
０

メ
ー
ト
ル
の
未
改
良
区
間

に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き

現
状
調
査
を
し
な
が
ら
整

備
に
つ
い
て
検
討
し
て
い

く
。

そ
の
他
の
質
問

・ 

学
習
交
流
施
設
開
館
後

の
旧
図
書
館
、
公
民
館

の
利
活
用

千
ち
葉
ば
勝
かつ
男
お
 議員

整備が待たれる町道大平線

公民館がある花立の町有地の活用
はどうするのか。新たな団地造成
に活用できるのではないか。人口
減少に歯止めをかけるためには、
より具体的な手立てが必要なので
はないか。町の課題はまだまだ
山積している。

議員の
ひとりごと

要
望
の
出
て
い
る
町
道
の
整
備
方
針
は

答
現
状
調
査
を
経
て
課
題
解
決
に
努
め
る

町長の目指す町政は
答町民総参加のまちづくりを
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一　般　質　問

問
　
「
※

Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ

処
理
水
チ
ラ
シ
」

が
町
・
教
育
委
員
会
に
連

絡
も
な
く
送
ら
れ
て
き

た
。
認
識
を
伺
う
。

町
長
　

県
町
村
会

も
、
十
分
な
説

明
と
海
洋
放
出
に
よ
ら
な

い
方
法
も
含
め
て
、
国
の

責
任
に
お
い
て
検
討
す
る

決
議
を
採
択
し
、
国
に
要

請
し
た
。

　
こ
う
し
た
状
況
下
で
町

や
教
育
委
員
会
に
一
切
の

連
絡
が
な
い
中
で
「
Ａ
Ｌ

Ｐ
Ｓ
処
理
水
チ
ラ
シ
」
を

直
接
学
校
に
送
る
行
為
は

不
適
切
な
対
応
で
あ
っ
た

と
認
識
し
て
い
る
。

教
育
長
　
通
常
、
資
料

が
国
か
ら
配
布

さ
れ
る
場
合
は
、
教
育
委

員
会
に
事
前
に
通
知
が
あ

る
が
、
今
回
は
、
通
知
が

無
か
っ
た
。

　
今
後
、十
分
協
議
の
上
、

慎
重
に
取
り
扱
う
必
要
が

あ
る
と
考
え
る
。

問
　
小
・
中
学
校
の

運
営
は
平
泉
町
と

教
育
委
員
会
が
直
接
行
う

も
の
で
あ
る
。
教
育
的
な

観
点
か
ら
は
、
ト
リ
チ
ウ

ム
を
飲
む
挿
絵
が
あ
り
、

問
題
が
あ
る
と
考
え
る
。

　
真
理
と
正
義
を
学
ぶ
教

育
に
持
ち
込
ま
れ
る
こ
と

は
、間
違
い
で
は
な
い
か
。

町
長
　
し
っ
か
り
と

対
応
す
る
。

も
、
市
町
村
が
地
域
の
農

地
を
継
続
的
に
利
用
す
る

と
認
め
た
農
家
も
対
象
に

な
り
、
最
大
１
０
０
万
円

補
助
を
受
け
る
こ
と
が
可

能
に
な
っ
た
。
本
事
業
を

実
施
し
、
支
援
す
る
。

問
　

共
同
で
な
く
、

個
人
で
も
支
援
を

受
け
ら
れ
る
こ
と
も
必
要

で
は
な
い
か
。
国
の
制
度

で
対
象
と
な
ら
な
い
農
家

が
使
え
る
よ
う
な
支
援
、

中
古
機
械
も
対
象
に
し
た

町
独
自
の
支
援
の
制
度
を

研
究
し
て
ほ
し
い
。

農
林
振
興

課

長
　
町
独
自
の

支
援
策
の
必

要
性
は
認
識
し
て
い
る
。

今
後
の
地
域
農
業
を
担
う

問
　
農
業
機
械
等
の

更
新
費
用
へ
の
支

援
が
必
要
だ
が
町
の
考
え
は
。

町
長
　
農
機
具
の
更

新
時
に
離
農
し

た
方
も
あ
り
、
離
農
抑
制
対

策
は
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

　
農
水
省
で
は
農
機
施
設

の
導
入
費
を
半
額
補
助
す

る
担
い
手
確
保
経
営
強
化

支
援
に
つ
い
て
、
要
件
を

見
直
し
、
担
い
手
以
外
で

べ
き
力
強
い
農
業
経
営
体

へ
の
支
援
策
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

・ 

水
田
活
用
の
直
接
支
払

交
付
金
の
見
直
し

・ 

保
育
士
・
福
祉
・
介
護

職
員
等
の
処
遇
改
善

三
さん
枚
まい
山
やま
光
みつ
裕
ひろ
 議員

農地保全のノボリ（多面的機能）

農業の直接支払制度を国が見直し
方針。牧草関係は直ちに900万円
余減の影響。町内の水田全てになる
と１億円以上に。青木町長の答弁
にグッときたなぁ。

議員の
ひとりごと

復興庁作成のＡＬＰＳ処理水チラシ

「
Ａア

ル

プ

ス

Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
チ
ラ
シ
」へ
の
対
応
は

答
今
後
は
慎
重
に
対
応
す
る

農業機械の更新へ支援を
答支援策が必要と認識している

※ALPS 処理水とは… 福島原発事故の汚染水をトリチウム以外の放射性物質を基準値以下に
浄化処理された水のことです。17 議会だより   第175号

一　般　質　問 一　般　質　問

問
　

老
朽
化
給
水

管
、
鉛
製
給
水
管

の
布
設
替
状
況
は
。

町
長
　
老
朽
化
に
伴

う
給
水
管
の
漏

水
事
故
が
多
発
、
有
収
率

低
下
の
原
因
と
な
っ
て
い

る
。
鉛
製
給
水
管
の
布
設

替
状
況
は
、
平
成
27
年
度

に
策
定
し
た
給
水
管
更
新

計
画
に
基
づ
き
、
概
ね
計

画
通
り
に
進
ん
で
い
る
。

問
　
浄
水
場
、
ポ
ン

プ
場
、
他
設
備
の

更
新
改
良
状
況
は
。

町
長
　
施
設
の
老
朽

化
も
進
ん
で
い

る
が
、
保
守
点
検
の
結
果

と
故
障
履
歴
、
耐
用
年
数

を
総
合
的
に
判
断
し
、
緊

急
度
と
重
要
度
の
高
い
施

設
か
ら
更
新
し
て
い
る
。

問
　
地
震
等
の
災
害

に
対
す
る
備
え
は
。

町
長
　
自
家
発
電
設

備
と
発
電
機
に

よ
り
、
停
電
中
の
断
水
を

回
避
し
て
い
る
。
管
路
を

す
べ
て
耐
震
管
に
更
新

し
、
災
害
に
強
い
水
道
事

業
を
構
築
す
る
。

問
　
今
後
の
使
用
料

金
は
。

町
長
　
人
口
減
少
に

よ
る
料
金
収
入

の
減
少
、
施
設
の
更
新
維

持
管
理
の
継
続
が
困
難
と

な
る
こ
と
が
想
定
さ
れ

る
。
収
支
計
画
に
よ
り
料

金
改
定
を
検
討
す
る
。

問
　
家
庭
に
届
く
残

留
塩
素
の
値
は
。

建
設
水
道

課

長
　
１
リ
ッ
ト

ル
当
た
り

０・
１
ミ
リ
グ
ラ
ム
以
上

０・
３
ミ
リ
グ
ラ
ム
以
下

を
確
保
し
、
安
心
で
安
全

な
水
を
利
用
し
て
い
る
。

町
長
　
給
付
金
な
ど

の
受
け
取
り
用

と
し
て
、
令
和
４
年
６
月

頃
か
ら
の
運
用
を
予
定
し

て
い
る
。
様
々
な
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
ー
対
策
が
と
ら

れ
、
秘
匿
性
の
高
い
個
人

情
報
は
記
録
さ
れ
て
お
ら

ず
、
カ
ー
ド
を
紛
失
し
て

も
、
個
人
情
報
を
悪
用
さ

れ
る
こ
と
は
な
い
。

問
　
住
民
票
等
コ
ン

ビ
ニ
シ
ス
テ
ム
と

は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
が

い
つ
か
ら
で
き
る
の
か
。

町
長
　
全
国
の
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
等
で
、
住
民
票
・
戸

籍
・
印
鑑
登
録
証
明
書
・

税
証
明
書
を
交
付
す
る
体

制
を
、
令
和
５
年
３
月
の

稼
働
に
向
け
て
準
備
を
進

め
て
い
る
。

問
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
普
及
状

況
は
。

町
長
　
申
請
状
況
は

令
和
４
年
２
月

末
現
在
32・
８
％
。
交
付

件
数
は
28・
５
％
と
な
っ

て
い
る
。

問
　
保
険
証
と
免
許

証
の
紐
付
け
は
。

町
長
　
令
和
３
年
１

月
20
日
か
ら
健

康
保
険
証
利
用
の
本
格
運

用
が
ス
タ
ー
ト
し
て
い

る
。
ポ
イ
ン
ト
申
し
込
み

は
、
令
和
４
年
６
月
頃
か

ら
で
あ
る
。

問
　
銀
行
口
座
と
の

紐
付
け
と
、
住
民

が
抱
く
不
安
感
は
。

そ
の
他
の
質
問

・ 

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
持
続
可
能
な

ま
ち
づ
く
り

稻
いな
葉
ば
　 正

ただし
 議員

安全・安心な水を

総務省ＨＰから
議員の
ひとりごと

安心しておいしい水を飲む
にはコストがかかります。
人口減少は多くの問題の
発生源。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
と
紐
付
け
は

答
住
民
票
等
は
令
和
５
年
３
月
か
ら
稼
働

上下水道の整備状況と事業計画は
答収支計画により料金改定を検討する
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一　般　質　問

問
　

ヤ
ン
グ
ケ
ア

ラ
ー
の
早
期
発

見
・
支
援
の
た
め
に
は
、

福
祉
・
介
護
・
医
療
・
教

育
の
連
携
し
た
対
応
が
必

要
で
は
な
い
か
。

町
長
　
支
援
に
向
け

た
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
に
よ
り
、
令
和

４
年
度
か
ら
３
年
間
を
社

会
認
知
度
向
上
に
向
け
、

広
報
・
啓
発
・
周
知
の
研

修
を
推
進
す
る
。

教
育
長
　

各
学
校
に

は
、
該
当
者
は

い
な
い
も
の
と
判
断
し
て

い
る
。
認
識
や
知
識
を
深

め
、
適
切
な
支
援
、
相
談

体
制
の
環
境
を
つ
く
る
。

問
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

に
対
し
、
い
か
な

る
時
も
学
習
が
で
き
る
環

境
が
重
要
で
は
な
い
か
。

教
育
長
コ
ン
パ
ク
ト
な

町
な
の
で
、
地

域
の
情
報
な
ど
を
共
有
し

や
す
く
、
早
期
の
段
階
で

把
握
で
き
る
と
感
じ
て
い

る
。
個
々
の
子
ど
も
た
ち

問
　
町
の
居
住
環
境

を
守
る
支
援
と
し

て
、
移
住
者
や
町
民
に
住

宅
改
築
の
助
成
を
行
う
べ

き
で
は
。

町
長
　
令
和
４
年
度

よ
り
若
者
向
け

空
き
家
住
宅
土
地
取
得
補

助
金
、
上
限
30
万
円
の
制

度
を
創
設
す
る
。

問
　
店
舗
リ
フ
ォ
ー

ム
の
助
成
を
し
て

き
た
が
、
商
店
の
数
は
減

少
し
て
い
る
の
か
。

観
光
商
工

課

長
　
年
間
２
件

か
ら
３
件
の

助
成
を
し
て
い
る
が
、
若

干
減
少
し
て
い
る
。

問
　
国
の
リ
フ
ォ
ー

ム
事
業
で
「
断
熱

事
業
」
や
「
子
ど
も
未
来

事
業
」
な
ど
の
事
業
を
周

知
し
て
い
る
の
か
。

建
設
水
道

課

長
　
民
間
の
住

宅
の
補
助
制

度
で
工
務
店
が
窓
口
に

な
っ
て
い
る
。
事
業
者
は

知
っ
て
い
る
と
認
識
し
て

い
る
。

問
　
平
泉
の
業
者
は

ほ
と
ん
ど
知
ら
な

い
。
手
続
き
が
煩
雑
で
あ

る
た
め
商
工
会
を
通
じ
て

で
き
な
い
か
。

観
光
商
工

課

長
　
企
業
努
力

と
と
も
に
、

町
と
商
工
会
で
情
報
共
有

し
て
い
く
。

に
丁
寧
に
向
き
合
い
、
必

要
に
応
じ
て
関
係
機
関
と

連
携
し
な
が
ら
、
支
援
を

行
っ
て
い
き
た
い
。ま
た
、

別
室
登
校
等
の
サ
ポ
ー
ト

体
制
を
考
え
て
い
る
。

阿
あ
部
べ
圭
けい
二
じ
 議員

マイナスな感情を持つ若者たちが自分
に合った学習により、子どもたちの未
来や町の未来の可能性が広がる。

議員の
ひとりごと

厚生労働省ＨＰから

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
学
習
環
境
を

答
別
室
登
校
な
ど
で
サ
ポ
ー
ト
す
る

住宅助成の方針は
答若者向けに補助制度を創設する
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一　般　質　問 一　般　質　問

問
　
町
の
第
６
次
総

合
計
画
で
は
高
齢

者
の
安
全
対
策
を
最
重
要

課
題
と
し
た
。運
転
免
許
返

納
者
に
対
す
る
支
援
策
は
。

町
長
　
自
主
返
納
し

た
後
の
足
の
確

保
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の

運
行
の
中
で
、
状
況
を
見

定
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

問
　
高
齢
者
の
運
転

免
許
返
納
の
推
奨

を
町
に
求
め
る
も
の
で
は

な
い
。

　
従
来
か
ら
、「
運
転
免

許
返
納
者
に
対
す
る

支
援
を
検
討
す
る
」

と
し
て
き
た
町
が
、

第
６
次
総
合
計
画
で

新
た
な
指
針
を
定
め

た
。
そ
の
指
針
に
基

づ
く
具
体
策
は
。

町
長
　
運
転
免

許
返
納
者

に
対
す
る
支
援
策
は

全
く
必
要
な
い
と
の

思
い
で
は
な
い
。

問
　
４
月
か
ら
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

の
本
格
運
行
に
よ
っ
て
、

免
許
返
納
者
に
対
す
る
支

援
の
環
境
が
一
つ
整
っ

た
。
町
長
の
施
政
方
針
演

述
で
は
、
高
齢
運
転
者
の

交
通
事
故
防
止
が
重
要
課

題
で
あ
る
と
述
べ
て
い

る
。
運
転
免
許
返
納
者
に

対
す
る
支
援
を
策
定
す
る

決
意
は
。

町
長
　
総
合
的
に
判

断
す
る
。
検
討

に
入
れ
な
く
て
は
な
ら
な

い
内
容
も
あ
る
と
思
っ
て

い
る
。

総
務
課
長
　
安
全
な
ま

ち
づ
く
り
は

重
要
課
題
で
あ
り
、
消
防

団
と
も
相
談
し
、
基
準
等

を
含
め
て
検
討
す
る
。

問
　
婦
人
消
防
協
力

隊
へ
の
支
援
は
検

討
で
き
な
い
か
。

総
務
課
長
　
協
力
隊
も

消
防
団
と
連

携
し
な
が
ら
様
々
な
防
災

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
た

だ
い
て
い
る
が
、
支
援
策
の

問
　
消
防
団
の
運
営

に
必
要
な
経
費
の

在
り
方
、
消
防
設
備
の
保

全
管
理
に
必
要
な
経
費
、

各
分
団
の
運
営
に
必
要
な

経
費
、
こ
れ
ら
を
区
分
け

し
予
算
化
す
べ
き
で
は
。

町
長
　
一
定
程
度
の

修
繕
費
と
、
各

分
団
の
自
主
性
を
尊
重
し

た
補
助
金
は
各
分
団
に
措

置
し
て
い
る
。
ま
た
、
故

障
や
不
具
合
等
が
生
じ
た

場
合
は
、
補
正
予
算
で
必

要
な
措
置
を
講
ず
る
。

問
　
限
ら
れ
た
予
算

の
中
で
あ
っ
て

も
、
住
民
の
命
と
財
産
を

守
る
た
め
の
支
出
は
優
先

さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
消

防
団
運
営
に
か
か
る
経
費

の
基
準
を
作
る
考
え
は
。

検
討
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

問
　
協
力
隊
は
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
組
織
で

あ
り
、
支
援
対
応
は
困
難

と
す
る
一
方
で
、「
現
物

支
給
」
は
検
討
の
余
地
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
。

総
務
課
長
　
消
防
団
等

と
の
意
見
交

換
の
中
で
協
力
隊
か
ら
の

要
望
を
聞
き
、
現
物
支
給

に
つ
い
て
は
、
今
後
検
討

し
て
い
き
た
い
。

髙
たか
橋
はし
伸
しん
二
じ
 議員

岩手県内の高齢者の事故割合

青少年
6.5％

年齢別発生
状況（第１当事者）

25～29歳 4.3％

30歳代
8.7％
40歳代
8.7％

50歳代
21.7％60～64歳

6.5％

高齢者
43.5％ 死亡事故

46件

青少年
11.9％

25～29歳
7.8％

30歳代
12.8％

40歳代
15.2％50歳代

15.1％

60～64歳
7.5％

高齢者
29.3％

不明 0.2％ こども 0.1％

全事故
1,658 件

出初式で行進する婦人消防協力隊

議員の
ひとりごと

72 名の町民が過去３年間で
運転免許を返納している。県内
では15の市町村が免許返納
者への支援を行っている。
わが町も遅れることなかれ！！

婦
人
消
防
協
力
隊
へ
の
支
援
は

答
要
望
が
あ
れ
ば
検
討
す
る

運転免許返納者への支援策は
答必要との認識はある
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